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患者中心の医療
運営の基本方針

1．一人一人の人権と尊厳を尊重し、質の高い医療提供に努めます。

２．地域医療の中核として、関係機関との連携を図り、地元のニーズに応えます。

3．富岡地域医療事務組合として、高い公共性と倫理性に基づいた事業運営に努めます。

4．全職員が、生きがい、やりがいを感じられる職場作りに努めます。
2014.01 改

患者の権利

1．診断、治療、予後について、十分な説明のもとで納得のいく医療を受けられます。

2．納得のいく医療を受けるために、主治医以外の医師や医療スタッフの意見

　（院内、院外セカンドオピニオン）を聞くための情報提供を受けられます。

3．検査や治療を始める前に、同意に必要な情報提供を受けられます。

4．十分な説明後、希望しない検査や治療は断ることができます。

5．診療に関する記録は、開示を求めることができます。
2013.4 改

理
念

Philosophy and 
Basic Policy
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◆
病
院
で
で
き
る
治
療
◆

た
ら
室
内
に
花
粉
を
持
ち
込
ま
な
い

よ
う
、
服
を
着
替
え
た
り
、
う
が
い
・

手
洗
い
・
洗
顔
な
ど
を
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

①
薬
物
療
法

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
抑
え
る
た
め

の
薬
で
の
治
療
が
一
般
的
で
す
。
眠

気
な
ど
の
副
作
用
の
少
な
い
薬
、
鼻

づ
ま
り
を
強
力
に
抑
え
る
薬
な
ど
も

増
え
て
い
ま
す
が
、
自
動
車
の
運
転

や
高
所
作
業
従
事
者
、
ご
高
齢
の
方

な
ど
は
よ
り
副
作
用
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

市
販
薬
の
点
鼻
を
お
使
い
の
方
の

中
に
は
、
薬
剤
性
鼻
炎
と
い
う
状
態

に
な
り
、
よ
り
症
状
を
悪
化
さ
せ
て

し
ま
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

用
法
容
量
を
守
っ
て
お
使
い
い
た
だ

き
、
効
果
が
乏
し
い
場
合
は
お
近
く

の
耳
鼻
科
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法

皮
下
免
疫
療
法
や
舌
下
免
疫
療
法

で
す
。
弱
い
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
持

続
的
に
起
こ
し
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
対

す
る
反
応
を
起
こ
し
に
く
く
す
る
治

療
法
で
す
。

舌
下
免
疫
療
法
は
現
在
、
ス
ギ
花

粉
、
ダ
ニ
に
対
す
る
薬
が
認
可
さ
れ

て
い
ま
す
。
最
低
で
も
2
年
間
は
毎

日
薬
を
飲
む
必
要
が
あ
る
こ
と
、
口

の
中
の
イ
ガ
イ
ガ
感
な
ど
の
ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
の
副
作
用
が
あ
る
こ
と
、

ご
く
稀
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
重

症
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
こ
と
も

あ
り
、
治
療
の
際
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。
当
院
耳
鼻
咽
喉
科
で
は
今
後

の
導
入
を
検
討
中
で
す
。

③
手
術
療
法

鼻
の
構
造
上
、
鼻
づ
ま
り
の
症
状

が
強
く
出
る
方
が
主
な
対
象
と
な
り

ま
す
。
内
服
、
点
鼻
だ
け
で
は
鼻
づ

ま
り
が
取
れ
ず
お
困
り
の
際
に
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

花粉症
耳鼻咽喉科　寺内　祐理

◆
症
状
◆

◆
ご
家
庭
で
で
き
る
対
策
◆

い
ま
や
日
本
人
の
4
人
に
一
人
は

花
粉
症
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
花
粉

症
は
主
に
季
節
性
ア
レ
ル
ギ
ー
鼻

炎
・
結
膜
炎
な
ど
を
指
し
て
お
り
、

花
粉
と
い
う
異
物
を
排
除
し
よ
う
と

す
る
免
疫
の
働
き
に
よ
り
起
こ
り
ま

す
。主

な
症
状
は
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、

鼻
づ
ま
り
、
目
の
か
ゆ
み
で
す
。
の

ど
の
イ
ガ
イ
ガ
感
や
皮
膚
の
か
ゆ
み

な
ど
が
あ
る
方
も
い
ま
す
。

ま
ず
大
事
な
こ
と
は
、
ア
レ
ル

ギ
ー
の
原
因
と
な
る
花
粉
を
浴
び
な

い
こ
と
で
す
。
外
出
の
際
に
は
眼
鏡
、

マ
ス
ク
、
帽
子
、
コ
ー
ト
な
ど
を
着

用
し
、
体
に
花
粉
が
触
れ
る
こ
と
を

避
け
ま
す
。
コ
ー
ト
は
ツ
ル
ツ
ル
し

た
素
材
の
も
の
が
花
粉
が
付
き
に
く

く
お
す
す
め
で
す
。
外
出
か
ら
帰
っ
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PET/CT健診のご案内PET/CT健診のご案内
PET/CT検査は、がん細胞の活動状態を知ることができるPET検査と形態を見ることができるCT検査を同時に撮
影する、一歩進んだがんの画像診断法です。検査による痛みはほとんどなく、一度に全身の検査ができます。

１１３，４００円（税込）
＊富岡市・甘楽町にお住まいの方へ＊
割引制度がありますので各市町の窓口へ
お問い合わせください。

費用

検査の
ながれ

健診
内容

● PET/CT検査、超音波検査
　（肝臓・胆のう・膵臓・腎臓・脾臓・甲状腺）
● 腫瘍マーカー（CEA・CA19-9）
● 肺がんマーカー（シフラ・ProGRP・CEA）
● 前立腺がんマーカー（PSA）＊男性の方
● 卵巣がんマーカー（CA125）＊女性の方

公立富岡総合病院健診センターでは平成29年4月よりPET/CT健診をはじめました。

受付／会計 採血・血糖検査、超音波検査 FDG薬剤注射
PET検査に必要な薬剤を注射します。

終了 安静 ＰＥＴ／ＣＴ検査 安静
検査終了後30分程度
安静にしていただきます。

約20～30分の
検査です。

薬剤が全身にいきわたるまで
約１時間安静にしていただきます。

お申し込み方法お申し込み方法

【問い合せ先】　公立富岡総合病院 健診センター　TEL：0274-63-2111

◎すべてのコースは完全予約制となっていますので、事前のお申し込みが必要です。
◎お電話または健診センターまで直接お越しください。

日帰りドック（半日コース）
39,960円（税込）

日帰りドック（半日コース）
39,960円（税込）

身体計測、内科診察、検便、検尿、血

圧測定、血液検査、胸部Ｘ線、眼科

検査、聴力検査、胃透視、肺機能検

査、心電図、腹部超音波、PSA（前立

腺癌）検査（50歳以上男性）

１泊２日ドック
66，960円（税込）
１泊２日ドック

66，960円（税込）
身体計測、内科診察、検便、検尿、血圧測
定、血液検査、胸部Ｘ線、眼科検査、聴力
検査、肺機能検査、心電図、腹部超音波、
PSA（前立腺癌）検査（男性）、血糖検査、
歯科検査、腫瘍マーカー検査、子宮頸が
ん検査（女性）、マンモグラフィ（女性）、
喀痰検査、胃カメラ（経鼻）、骨密度、肺
CT検査（低線量）、肝炎（HCV）検査

脳ドック
（診察と撮影  撮影時間は30分）

32，240円（税込）

脳ドック
（診察と撮影  撮影時間は30分）

32，240円（税込）
MRIとMRAによる脳と脳血管の検査
です。クモ膜下出血の予防、脳梗塞
の早期発見と、これらの進行によっ
て引き起される認知症の予防が3大
テーマです。

※PET/CT検査はがんの発見に非常に優れた検査ですが、万能ではありません。使用する薬剤が尿として排出されるため腎臓がんや
膀胱がんなどは発見しにくいといわれています。また、早期胃がんや小さすぎるがんなど進行の度合いや細胞の種類によっても発
見しにくいがんがあります。消化管のがんに関しては内視鏡検査（胃カメラ）を併用していただくことをおすすめします。

又、PET/CT健診の他に下記コースをご用意しています。ぜひ一度ご自身の健康管理やご家族の為に受けてみませんか。
スタッフ一同お待ちしております。
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「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
周
辺
に
お
け
る
観
測
史
上

最
大
の
地
震
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
６

年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
、
富

岡
甘
楽
地
域
の
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、
い
ざ

災
害
が
発
生
し
た
時
に
は
、
傷
病
者
の
受
入
を

す
る
た
め
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
震

災
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
、
局
所
的
な
災
害
は
常

に
発
生
し
て
い
ま
す
。
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

は
、
軽
井
沢
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
に
は
当
院
で
も
２
名
の
傷
病
者
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、
日
々
の
準
備

が
８
割
、
災
害
時
の
対
応
が
２
割
と
言
わ
れ
て

い
て
、
何
と
言
っ
て
も
平
時
の
備
え
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
、
当
院
で
も
毎
年
多
く
の
傷
病
者
を

収
容
す
る
た
め
の
多
数
傷
病
者
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
も
富
岡
消
防
署
、
富
岡
看
護
専
門

学
校
の
ご
協
力
の
下
、
１
月
13
日
に
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

多
く
の
傷
病
者
が
一
度
に
発
生
す
る
災
害
時
に

は
、
通
常
の
診
療
体
制
で
は
適
切
な
医
療
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
医
療
者
の
数
に

対
し
て
傷
病
者
が
増
え
す
ぎ
て
し
ま
う
と
、
必

要
な
治
療
が
で
き
ず
に
命
を
落
と
し
て
し
ま
う

こ
と
が
起
こ
り
得
る
か
ら
で
す
。
阪
神
淡
路
大

震
災
で
は
、
そ
の
た
め
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
が

５
０
０
名
程
い
た
と
の
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
現
在
は

様
々
な
工
夫
や
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
災

害
時
に
は
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
と
言
っ
て
、
重
症
度

に
よ
っ
て
傷
病
者
の
ふ
る
い
分
け
を
し
、
最
優
先

で
救
命
が
必
要
な
傷
病
者
を
早
期
に
見
つ
け
、

限
り
あ
る
医
療
資
源
で
最
善
の
医
療
を
提
供
し
、

よ
り
多
く
の
傷
病
者
を
救
命
で
き
る
よ
う
に
活

動
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
最
優
先
で
治
療
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
傷
病
者
を
「
赤
」、
重
症
だ
が
あ

る
程
度
時
間
に
余
裕
が
あ
る
（
待
機
治
療
群
）

傷
病
者
を
「
黄
」、
軽
症
等
で
経
過
観
察
で
き
る

傷
病
者
を
「
緑
」
と
色
分
け
し
て
、
適
切
な
医

療
を
行
う
手
助
け
と
し
ま
す
（
救
命
困
難
な
方
・

既
に
死
亡
し
て
い
る
方
は
「
黒
」
と
な
り
ま
す
）。

　

群
馬
県
で
は
災
害
対
応
の
た
め
に
、
県
内
の

消
防
機
関
･
医
療
機
関
が
連
携
し
て
、「
群
馬
県

統
合
型
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
運
用
し
て
い

ま
す
。
万
一
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、
多
く
の

医
療
機
関
が
連
携
し
、
適
切
に
傷
病
者
を
受
け

入
れ
る
体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
い

ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
備
え
を
忘
れ
ず
に
、
地

域
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
手
助
け
を
し
て

い
き
ま
す
。

院内多数
傷病者訓練

を行いました
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医
療
の
発
展
と
共
に
、
多
く
の
医
療
機

器
が
登
場
し
、
今
日
の
医
療
を
支
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
複
雑
化
す
る
医
療

機
器
を
安
全
に
、
適
正
に
操
作
、
保
守
・

点
検
し
、
治
療
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
が
必
要
と
さ
れ
、
登
場
し
た

の
が
臨
床
工
学
技
士
で
す
。

臨
床
工
学
技
士
は
、医
師
の
指
示
の
下
に
、

医
療
機
器
を
介
し
て
患
者
さ
ん
の
治
療
に

あ
た
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
機
器

を
安
全
に
、
適
正
に
操
作
す
る
た
め
の
医

学
と
工
学
の
高
い
知
識
と
技
術
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

臨
床
工
学
科
で
は
、
現
在
（
平
成
29
年

3
月
31
日
）、
7
名
の
臨
床
工
学
技
士
が

勤
務
し
て
い
ま
す
。
主
な
業
務
は
、
血
液

浄
化
室
業
務
、
集
中
治
療
室
業
務
、
手
術

室
業
務
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
室
業
務
、
医

療
機
器
管
理
室
業
務
、
高
気
圧
酸
素
治
療

室
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
血
液
浄
化
室

　

血
液
浄
化
室
で
は
、
末
期
腎
不
全
の
患

者
さ
ん
に
対
し
て
、血
液
透
析
を
は
じ
め
、

高
度
な
技
術
が
求
め
ら
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

H
D
F
や
間
歇
補
充
型
H
D
F
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
血
漿
交
換
や
ビ
リ
ル
ビ

ン
吸
着
、
L
D
L
吸
着
、
腹
水
濾
過
濃
縮

皆さんお元気ですか？今回は、臨床工

学科について紹介したいと思います！！

臨床工学技士ってどんな仕事をする人

なの？臨床工学って何？そんな声が聞こ

えてきました。まずは、その謎を解明し

ていきたいと思います。

再
注
法
な
ど
特
殊
な
治
療
も
行
っ
て
い
ま

す
。

○
集
中
治
療
室

　

集
中
治
療
室
で
は
、
感
染
や
侵
襲
に
対

す
る
全
身
性
炎
症
反
応
な
ど
の
重
症
度
の

高
い
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、人
工
呼
吸
器
、

P
C
P
S
（
経
皮
的
心
肺
補
助
法
）、

I
A
B
P
（
大
動
脈
内
バ
ル
ー
ン
パ
ン
ピ

ン
グ
） 、
C
H
D
F
（
持
続
的
血
液
濾
過

透
析
）
な
ど
の
生
命
維
持
管
理
装
置
の
操

作
お
よ
び
保
守
・
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
手
術
室

　

手
術
室
で
は
、
医
療
機
器
を
安
全
に
使

用
す
る
た
め
、
劣
化
や
故
障
が
な
い
か
定

期
的
に
点
検
を
行
い
、
実
際
に
手
術
に
立

ち
会
っ
て
医
療
機
器
の
操
作
を
行
っ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
麻
酔
器
の
点
検
を

は
じ
め
、
内
視
鏡
手
術
装
置
、
ホ
ル
ミ
ウ

ム
・
Y
A
G
レ
ー
ザ
ー
装
置
、
ラ
ジ
オ
波

焼
灼
装
置
、
運
動
誘
発
電
位
刺
激
装
置
の

操
作
お
よ
び
保
守
点
検
を
行
っ
て
い
ま

す
。

○
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
室

　

冠
動
脈
造
影
（
C
A
G
）
や
経
皮
的
冠

動
脈
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
（
P
C
I
）

な
ど
で
使
用
す
る
医
療
材
料
の
準
備
や
診

療
補
助
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
植
え
込
み
時

の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
操
作
を
行
っ
て
い
ま

す
。
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
室
で
は
、
医
師
・ 

看
護
師
・
臨
床
検
査
技
師
・
診
療
放
射
線

技
師
と
よ
く
連
携
を
と
り
、
安
全
で
確
実

な
検
査
・
治
療
が
行
え
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。

○
医
療
機
器
管
理
室

　

専
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
て
、

輸
液
ポ
ン
プ
・
シ
リ
ン
ジ
ポ
ン
プ
・
人
工

呼
吸
器
な
ど
の
医
療
機
器
の
中
央
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
機
器
を
中
央
管
理

す
る
こ
と
で
、
機
器
の
所
在
や
点
検
時
期

な
ど
を
把
握
で
き
、故
障
を
早
期
に
発
見
、

医
療
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

最
後
に
、臨
床
工
学
科
は
、院
内
の
様
々

な
部
門
で
、
医
師
・
看
護
師
や
様
々
な
職

種
と
共
に
、チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と
し
て
、

患
者
さ
ん
の
病
態
を
感
じ
な
が
ら
、
安
全

で
質
の
高
い
医
療
を
こ
れ
か
ら
も
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

臨
床
工
学
科

　

野
口
誉
史

職場紹介 臨床工学科
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＊午後の外来は皮膚科以外は原則予約制です。

耳鼻科
午前

午後

午後

松井 / 櫻井
（10:30～1人病棟回診）

松井 / 櫻井
（10:30～1人病棟回診）

松井 / 櫻井
（10:30～1人病棟回診）

松井 / 櫻井
（10:30～1人病棟回診）

（特殊外来）（手術） （予約検査・外来手術） （手術） （特殊外来）

外科 午前

午後

（一般・緩和ケア）佐藤
（初診）野田

（初診）池田
（一般･血管）＊尾形

井上
（一般・乳腺）五十嵐 / 野田
（筋膜リリース）門脇

門脇 佐藤
池田

（HPN・ストマ・緩和ケア）佐藤

0274-63-2111

金曜日木曜日水曜日火曜日月曜日診療科

内科

時間

午前

午後

消化器科

循環器科

午前

午後

公立富岡総合病院
富岡地域医療事務組合 外来担当医表 平成29年度版 4月1日現在 

診療受付時間 ： 午前8時30分～11時（土日祝を除く）　＊＝非常勤医師

（内分泌・DM）登内
（呼吸器）石塚
（初診）＊茂木（永井）

午前

午後

加藤 / 杉戸 
（初診）庭野

（初診）金子

＊瀬田
＊（第2週）高間

石橋 / 金子
（初診）加藤

（初診）杉戸
＊金古

庭野 / 金子
（初診）石橋

小児科

午前

午後

小須田 / 渡邊 小須田 / 小板橋 / 髙橋

（心臓）小須田（乳健2ヶ月～）各担当医
（予防接種）小須田 / 渡邊

（喘息/1・3・5週）＊荒川
（喘息/2・4週）＊井上

（1ヶ月乳児健診）小須田/小板橋
（1ヶ月乳児健診/2・4週）髙橋

渡邊 / 小板橋 / 髙橋 小須田 / 渡邊

（消化器/2・4週）＊五十嵐

小須田 / 小板橋
（2・4週）髙橋

泌尿器科

午前

午後

（予約）田中
（初診）塩野

（予約）町田
（初診）田中

（予約）田中 （予約・CAPD/15：30～）町田
（予約）大山

（予約・排尿機能）塩野

（予約）町田
（初診）塩野

（予約）大山
（初診）町田

（予約）塩野
（初診）大山

整形外科
午前

午後

（脊椎）松原
（脊椎）原
信太
伊藤

（股）小林
（膝）小野
（股）鈴木
宮本

（股関節/1・3週/予約のみ）小林

（膝）小野
（1・3週）信太
（2・4週）原
宮本

（股）小林
（脊椎）松原
（股）鈴木
（2・4・5週）＊日尾
伊藤

（脊椎）原
（1・3週）松原
（2・4週）鈴木
信太

心療内科
午前

午後

横川 横川 /＊田川 横川 横川 横川

（予約）＊田川 （施設往診） （予約）横川

皮膚科
午前

午後

渡辺 ＊群大 渡辺 渡辺 渡辺

（15:00～）渡辺（15:00～）渡辺 手術

手術

（褥瘡回診）

眼科
午前

午後 （予約検査・治療）（手術） （予約検査・治療） （手術） （予約検査・治療）

脳外科 午前 寺崎 三隅 三隅 寺崎

歯科・口腔
外科

午前 （手術） 佐々木 / 金井 / 中原

（外来手術・口腔ケア） （外来手術・口腔ケア） （手術） / （口腔ケア）＊谷口 （外来手術・口腔ケア） （外来手術・口腔ケア）

病理診断科 -

麻酔科 -
（13：00～15：00）
嶋田or宮崎or澤野

産婦人科
午前

午後

五十嵐 / 鹿沼 / 矢﨑（淳） 五十嵐 / 矢﨑（淳）/ 岩宗 鹿沼 / 五十嵐 / 岩宗

（手術）（産後フォローアップ外来） （手術） （産後フォローアップ外来） （産後1ヶ月健診）

（肝臓）齋藤
（肝臓/1・3・5週）＊高崎総合

（肝臓）齋藤
（初診）綿貫

（初診）齋藤
綿貫

放射線科
（画像診断）

放射線科
（放射線治療）

午前

午後

午前

午後

前原 / 中山 / 橋詰 前原 / 中山 / 橋詰

本間本間 本間 / ＊佐々木 本間 ＊信澤

前原 / 中山 / 橋詰

前原 / 中山 / 橋詰 / 岡内 前原 / 中山 / 橋詰 前原 / 中山 / 橋詰

（内分泌・DM）永井
（呼吸器）増渕
（初診）＊茂木（登内）

（内分泌・DM）永井
（呼吸器）石塚
（初診）増渕
（腎臓）＊高橋
（腎臓/2・4週）*竹内

神経内科 - ＊藤田（午後）

（血液）＊群大 三内
（HOT外来/第3）飯塚
（腎臓）＊高橋
（腎臓/2・4週）*竹内

（呼吸器）増渕
（内分泌・DM）登内
（初診）齋藤

（内分泌・DM）永井
（呼吸器）齋藤
（初診）石塚

鹿沼 / 五十嵐 / 矢﨑（淳）

＊白井

＊柴田（午前）

中田
（初診）岩本

岩本
（初診）中田

岩本
（初診）中田

（産後フォローアップ外来）

鹿沼 / 岩宗

小林 / 星野 小林 / 星野 小林 / 星野 小林 / 星野 小林 / 星野

松井 / 櫻井
（10:30～1人病棟回診）

佐々木 / 金井 / 中原 佐々木 / 金井 / 中原 佐々木 / 金井 / 中原

前原 / 橋詰 / 中山 中山 / 橋詰 / 前原

中山 / 橋詰 / 前原
（RI）＊樋口

＊阿部

＊阿部＊岩永

前原 / 橋詰 / 中山 / 宮崎（明）
（IVR）＊宮崎（将）
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セカンドオピニオン外来担当医

相談

地域医療連携だより

セカンドオピニオン外来について

公立富岡総合病院 患者支援係（がん相談支援センター）
TEL.0274-63-2111　FAX.0274-64-1406
E-mail tomihp@mail.gunma.med.or.jp

お問い合わせ先

●セカンドオピニオンとは
患者またはご家族が、他の医療機関で受けた診断や治療方針に対して、『患者の権利』で
ある納得した医療を受けるために、主治医以外の医師から意見や助言を求め、最善と思
われる治療方法を自ら選択するために情報提供を受けることです。

・患者本人
・患者の同意を得た家族（要同意書）

受診できる方

・主治医からの診療情報提供書（紹介状）
・画像診断フィルム
・その他検査データ等診療経過が分かる資料

受診に必要な資料等

患者・（家族）

診察方法の選択
患者・（家族）

診療情報提供書
画像診断資料・検査結果データ等

結果報告

助言

予約日時の調整

申し込み・相談

受診日時連絡

診療情報提供書

主治医

・患者またはその家族以外　・主治医に対する不満
・転医・転院希望　・医療費　・医療事故の相談

受診の対象でない事項

相談時間1時間以内（報告書作成時間を含む）で、
10,800円となります。
（治療ではありませんので、保険適用になりません）

セカンドオピニオンに関わる料金

地域医療連携課
（患者支援係）

受診


